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先週 1４日（木）の朝、7 日より実施してきた第 3 回安全な登下校

PROJECT が終了しました。全登校班見事達成！となりました。この安全
な登下校 PROJECT は、児童の登下校の安全を自分達がしっかりと自覚し、
その責任を一人一人が果たすことを目標に取り組んでいるものです。令和2
年度より実施してきました。令和２年度は、コロナ禍の中、授業時間数確
保の観点から夏休みが一週間と短縮されました。今までにない夏休みでの
登下校状況がありました。そのような中、安全な登下校は確保することは
大切なことでした。安全な登下校は、学校にとって、ご家庭にとって、地
域にとって、大変大切なことです。そして、何より、子供達が、自分達で、
自分達の安全を守ること、その意識を高め、行動できることが重要であり
必要なことだと考えます。令和２年に始まったこのプロジェクトは、令和3
年にも実施し、今に継続しています。今年に入り登校時刻の変更もあり、
登校状況が変化してしています。少しの変化でも子供達にとっては大きく
影響することはよくあることです。10 分、家を出る時刻が遅くなっただけ
でも、お家ではその為に変えなければならないことも起こってきます。そ
れはご家庭によって様々です。毎日、登下校を見守ってくださっている地
域の方にとっても同じです。今までと違った時間帯において、その活動を
行っていただくことになります。時間は人それぞれ都合の良い時間も人そ
れぞれです。そのような中、ご都合を合わせていただき、変わりなくご支
援、ご協力を賜っておりますこと、誠に感謝に堪えません。本当にありが
たいことと思っております。そのような思いの中、第３回安全な登下校
PROJECT が見事に、全登校班が達成できたことは、本当に嬉しく思いま

す。全登校班が達成できたということは、全校生が安全な登下校について、
自分達で、自分達の安全を守ること、その意識を高め、行動できるという
一つの証なのです。そして、これからの最大の目標は、このことを継続し
ていくことになります。「誰一人、取り残さない」ということを基本に据え、
取り組んでいきたいと考えています。 
さて、１学期もいよいよ今日で終わりを迎えました。令和４年４月７日

に始業式、翌日８日に入学式を行い、1学期が始まりました。コロナ禍の影
響は続いていますが、４月の参観日、引渡訓練、オープンスクール、運動
会は実施できました。残念ながら PTA 総会は実施できませんでしたが、本
部役員会、評議員会は開催し、PTA 活動も通常に近い状況になっています。
感染状況は、新しい変異株が出現し、変化し、最近は感染拡大傾向になり、
更なる注意喚起、徹底した対策、個人個人の行動について、改めてその責
任の重要性が増しています。このように厳しい状況の中にあることはまち
がいありません。そのような中、今日で１学期を終えることとなります。1
学期、保護者の皆様には、本校教育についてご理解とご支援、ご協力を賜
りましたこと、深く感謝申し上げます。誠にありがとうございました。一
番長い夏休み、子供達にとっては、大変楽しみなものです。保護者の皆様
もこのわくわく感、ドキドキ感を覚えておられのではないでしょうか。で
も、宿題が、課題が、作品が、ポスターが、自由研究が、工作が、読書感
想文が･･･等々、ご心配で、頭を抱えてしまうような思いがあるかもしれま
せんね。でも、そういったこと、全てを含んで是非、ご家族で楽しんでい
ただければ大変ありがたいなと思っております。ご家族、それぞれの夏休
みがあります。一回りも二回りにも大きくなった子供達に、８月 29 日
（月）、元気に出会えることを中番小学校職員一同、楽しみにしています。 
中番小学校は、子供達、保護者の皆様、地域の皆様と相互に連携を深め

児童にとって、「明日も行きたい！学びたい！学校」を目指し、様々な教育
活動を進め、共に歩んでいきたいと願っております。 

1 学期終了。全登校班。達成！第３回安全な登下校 PROJECT。 

－ Change（変革）,Challenge（挑戦）,Continue（継続）－ 


